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一般会計 入ったお金（歳入）

【
積
立
金
】

　

年
度
間
の
財
源
の
不
均
衡
を
調
整

す
る
た
め
や
公
共
施
設
建
設
の
た
め

の
基
金
な
ど
へ
積
み
立
て
る
お
金

【
維
持
補
修
費
】

　

公
共
施
設
を
維
持
す
る
た
め
に
必

要
な
補
修
な
ど
を
す
る
た
め
の
経
費

【
公
債
費
】

　

町
の
借
金
で
あ
る
町
債
に
対
す
る

毎
年
度
の
元
金
の
償
還
と
、利
子
の

支
払
い
に
要
す
る
経
費

【
普
通
建
設
事
業
費
】

　

新
築
工
事
な
ど
の
建
設
事
業
に
要

す
る
経
費

【
扶
助
費
】

　

社
会
保
障
制
度
の
一
環
と
し
て
、高

齢
者
、児
童
、心
身
障
が
い
者
な
ど
を

援
助
す
る
た
め
の
経
費

【
繰
出
金
】

　

国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
・
下

水
道
事
業
会
計
な
ど
に
対
し
、支
出

さ
れ
る
経
費

【
補
助
費
】

　

町
民
や
団
体
な
ど
が
行
う
事
業
に

対
す
る
補
助
金
や
、西
多
摩
衛
生
組

合
や
福
生
病
院
組
合
な
ど
の一
部
事

務
組
合
へ
の
負
担
金
な
ど

【
物
件
費
】

　

賃
金
、旅
費
、消
耗
品
費
、燃
料
費
、

光
熱
水
費
、委
託
料
、備
品
購
入
費

な
ど

【
人
件
費
】

　

職
員
・
特
別
職
の
給
与
や
退
職

金
、町
議
会
議
員
や
各
委
員
会
の
委

員
に
支
給
さ
れ
る
報
酬
な
ど

一般会計一般会計一般会計 使ったお金（歳出）使ったお金（歳出）使ったお金（歳出）

性質別
積立金 7,106万円（0.6％）
維持補修費 8,977万円（0.8％）
公債費 4億7,764万円（4.1％）

人件費　
20億6,381万円
（18.0％）

補助費
19億5,643万円
（17.1％）

物件費
20億3,910万円
（17.8％）

繰出金
17億1,117万円
（14.9％）

扶助費
15億8,103万円
（13.8％）

目的別
公債費
4億7,764万円（4.1％）

消防費
5億4,670万円（4.8％）

【内訳】
▶議会費 ……1億6,835万円
▶諸支出金 ……  9,137万円
▶農林水産業費…7,183万円
▶商工費…………4,805万円

歳 出

1,271万円減
前年比較

114億7,510万円

民生費
33億6,690万円
（29.3％）衛生費

15億5,397万円
（13.5％）

総務費
17億4,982万円
（15.2％）

土木費
17億6,583万円
（15.4％）

教育費
16億3,464万円
（14.2％）

用
語
解
説

その他　3億7,960万円（3.5％）

平成19年度　決算

◆社会福祉費に（１７億１，２７５万円）
○社会福祉協議会への助成金
○心身障がい者生活援助
○精神障害者共同作業所補助金
○知的障がい者への事業
○国民健康保険、介護保険、老人保健
　医療特別会計への繰出金
○福祉会館管理運営費、高齢者福祉
　センター（寿楽）・心身障害者福祉
　センター（あゆみ）・精神障害者共同
　作業所およびシルバーワークプラザ
　指定管理者委託料　　　　　など
◆児童福祉費に（１６億４，９３１万円）
○私立保育園運営委託料・補助金や
　むさしの保育園指定管理者委託料
○石畑保育園・児童館・子ども家庭支
　援センター・学童保育クラブ等の管
　理運営費
○児童手当の給付、児童の医療費助成
　　　　　　　　　　　　　　など

◆保健衛生費に（４億３，９３４万円）
○健康診査等委託料、予防接種委　
　託料
○福生病院組合負担金・補助金
○瑞穂斎場組合負担金
◆清掃費に（１１億１，４６３万円）
○地区別ごみ収集委託料
○リサイクルプラザ運営費、エコ　
　パーク管理業務委託料
○西多摩衛生組合分賦金、東京　
　たま広域資源循環組合負担金　

　　　　　　　　　　　など

◆教育総務費に（３億４，２１９万円） 
○羽村･瑞穂学校給食組合負担金、
　臨海学校事業費、修学旅行補助金
○要保護等児童生徒就学援助およ
　び特殊学級就学奨励費　　など
◆小学校・中学校費に（７億７，５７３万円）
○各小・中学校のコンピュータ借上、
　教材消耗品、備品等
○第五小トイレ改修等工事、瑞中耐
　震補強工事　　　　　　　など
◆社会教育費に（３億８，３３６万円）
○社会教育・生涯学習・文化財保護
　事業、図書館・ビューパーク・耕心
　館の管理運営費　　　　　など
◆保健体育費に（６，８１６万円）
○スポーツ振興や各施設の維持管
　理および工事費　　　　　など

◆道路橋りょう費に
　（４億３，０５１万円）　
○町道２号線など、道路の舗
　装・改修工事
○道路維持管理費
○交通安全施設設置工事　　
　　　　　　　　　　 など

◆都市計画費に（１２億７９１万円）
○箱根ケ崎駅西および栗原土地区画整理事業
　の助成金および繰出金
○都市計画道路3・4・26号線および3・5・24号線
　整備
○下水道事業特別会計への繰出金
○狭山池公園など公園の維持管理費　　

◆総務管理費に（１３億１，５３０万円）
○町の財産の管理、基金積立
○広報みずほの発行
○地区会館やスポーツ広場の維持管理費
○交通安全対策費や基地の騒音等に対
　する事業
○国際交流事業　　　　　  　　　など
◆徴税費に（２億２，２８６万円）
○町税の賦課徴収事務

普通建設事業費
14億8,509万円
（12.9％）
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一般会計一般会計一般会計 入ったお金（歳入）入ったお金（歳入）入ったお金（歳入）

決
算
報
告

平
成
19
年
度

　
　

決
算
に
つ
い
て

　

歳
入
で
は
、国
か
ら
地
方
へ
の
税

源
移
譲
に
伴
う
所
得
税
の
移
管
に

よ
り
、個
人
町
民
税
が
増
加
し
、ま

た
企
業
業
績
の
回
復
を
受
け
て
法

人
町
民
税
が
増
額
に
な
り
ま
し
た
。

結
果
、町
税
全
体
は
前
年
度
に
比
べ

増
額
に
な
り
ま
し
た
。

　

国
や
東
京
都
の
負
担
金
・
助
成
金

な
ど
の
支
出
金
で
は
、町
が
実
施
す

る
対
象
事
業
が
増
加
し
た
こ
と
に

伴
い
、そ
れ
ぞ
れ
増
額
と
な
り
ま
し

た
。

　

歳
出
で
は
、行
政
改
革
を
継
続

し
、人
件
費
等
で
支
出
を
前
年
度
以

下
と
な
る
よ
う
抑
制
と
節
約
を
図

り
、予
算
の
適
正
な
執
行
に
努
め
ま

し
た
。

　

普
通
建
設
事
業
で
は
、五
小
ト
イ

レ
環
境
整
備
工
事
、瑞
中
耐
震
補
強

工
事
な
ど
教
育
施
設
の
安
全
、環
境

整
備
を
主
な
事
業
と
し
て
進
め
ま

し
た
。国
際
化
の
取
り
組
み
と
し
て

米
国
モ
ー
ガ
ン
ヒ
ル
市
か
ら
訪
問
団

が
来
訪
し
、親
善
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、町
民
の

健
康
を
増
進
す
る
た
め
、健
康
づ
く

り
基
金
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

平
成
１９
年
度
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、歳
入
総
額
１
１
８
億
６
６
８
９
万
円

で
前
年
に
比
べ
１
億
２
６
６
４
万
円
の
増
額（
１．１
％
増
）と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
総
額
は
、１
１
４
億
７
５
１
０
万
円
で
前
年
に
比
べ
て
１
２
７
１
万
円
の

減
額（
０．１
％
減
）と
な
り
、ま
た
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
実
質
収
支
額（
歳
入
総
額―

歳
出
総
額―

事
故
繰
越
し
繰
越
額
）３
億

３
６
４
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

【内訳】
▶諸収入……………1億7,183万円
▶分担金および負担金…1億3,277万円
▶財産収入……………7,146万円
▶寄附金……………………81万円

国有提供施設等所在
市町村助成交付金等
7億4,452万円（6.3％）

自主財源（65.5％）

依存財源（34.5％）

固定資産税
32億2,177万円（47.4％）

町民税
26億5,042万円（39.0％）

歳 入

1億2,664万円増
前年比較

118億6,689万円

町税
67億9,463万円
（57.3％）

都支出金
17億1,064万円
（14.4％）

軽自動車税     　5,741万円（0.8％）
町たばこ税　3億2,264万円（4.8％）
都市計画税　5億4,239万円（8.0％）

【内訳】
▶自動車取得税交付金…1億 899万円
▶地方交付税…………………8,139万円
▶利子割交付金………………4,745万円
▶地方特例交付金……………3,392万円
▶配当割交付金………………2,340万円
▶株式等譲渡所得割交付金…1,606万円
▶交通安全対策特別交付金…1,055万円

町　債　5,310万円（0.5％）

繰越金　2億5,244万円（2.1％）

繰入金　1億6,219万円（1.4％）

使用料および手数料　1億8,993万円（1.6％）

国庫支出金　
7億3,699万円（6.2％）

地方消費税交付金
4億1,980万円（3.5％）

地方譲与税
1億402万円（0.9％）

その他の自主財源
　　　　3億7,687万円（3.1％）

町税の内訳

※都市計画税は、都市計画道路整備事業、下水道整備事業、土地区画整理事業に使いました。

その他の依存財源
3億2,176万円（2.7％）

平成19年度　決算

問
合
せ　

企
画
財
政
課　
　

　
　
　
　
　

5
5
7
I
7
4
8
3

一般会計 使ったお金（歳出）
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【
実
質
赤
字
比
率
】

　
一
般
会
計
等
に
係
る
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差
し
引
い
た
額
の

標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
で
す
。一
般
会
計
等
の
決
算
額
が
黒
字

か
赤
字
か
を
表
す
数
値
で
す
。赤
字
が
プ
ラ
ス
の
数
値
で
表
さ
れ
る
た
め
、

黒
字
は
マ
イ
ナ
ス
の
数
値（－）で
表
さ
れ
ま
す
。 

【
連
結
実
質
赤
字
比
率
】

　
一
般
会
計
、特
別
会
計（
財
産
区
特
別
会
計
を
除
く
）を
対
象
と
し
た

実
質
赤
字（
ま
た
は
資
金
の
不
足
額
）の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割

合
で
す
。一
般
会
計
、特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
決
算
額
が
赤
字
か
黒
字
か

を
表
す
数
値
で
す
。赤
字
が
プ
ラ
ス
の
数
値
、黒
字
が
マ
イ
ナ
ス
の
数
値

（－）で
表
さ
れ
ま
す
。

【
実
質
公
債
費
比
率
】

　
一般
会
計
等
が
負
担
す
る
元
利
償
還
金
と
準
元
利
償
還
金
の
標
準
財

政
規
模
に
対
す
る
割
合
で
す
。標
準
的
な
収
入
の
う
ち
、ど
の
く
ら
い
を

借
金（
元
利
償
還
金
、準
元
利
償
還
金
）の
返
済
に
充
て
て
い
る
か
を
表

し
ま
す
。 

【
将
来
負
担
比
率
】

　
一般
会
計
等
が
背
負
っ
て
い
る
借
金
が
、一般
会
計
等
の
標
準
的
な
年
間

収
入
の
何
年
分
か
を
表
し
ま
す
。基
金
等（
貯
金
）と
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切

と
な
り
ま
す
。 

【
標
準
財
政
規
模
】

　

地
方
公
共
団
体
の一
般
財
源
の
標
準
規
模
を
示
す
も
の
で
、当
該
団

体
の
標
準
的
な
税
収
入
額
と
普
通
交
付
税
額（
瑞
穂
町
は
不
交
付
）を

合
算
し
た
も
の
で
す
。 

【
資
金
不
足
比
率
】

　

公
営
企
業（
下
水
道
事
業
）の
資
金
の
不
足
額
が
、事
業
の
規
模
に
対

し
て
ど
の
程
度
あ
る
か
を
表
し
ま
す
。一
般
会
計
等
の
実
質
赤
字
比
率
に

相
当
す
る
も
の
で
す
。

【
早
期
健
全
化
基
準
】

　

４
つ
の
健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
、一つ
で
も
早
期
健
全
化
基
準
を
超

え
る
と「
財
政
健
全
化
計
画
」を
定
め
、議
会
の
承
認
を
得
た
後
、財
政

健
全
化
に
向
け
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
経
営
健
全
化
基
準
】

　

基
準
を
超
え
る
と「
経
営
健
全
化
計
画
」を
定
め
、議
会
の
承
認
を
得

た
後
、経
営
健
全
化
に
向
け
て
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
財
政
再
生
基
準
】

　

早
期
健
全
化
段
階
よ
り
悪
化
し
た
状
態
で
、将
来
負
担
比
率
以
外
の

比
率
の
う
ち一つ
で
も
財
政
再
生
基
準
を
超
え
る
と「
財
政
再
生
計
画
」

を
定
め
、議
会
の
承
認
を
得
た
後
、総
務
大
臣
に
報
告
し
、財
政
再
生
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

平成19年度　決算

各
比
率
か
ら

　

分
か
る
こ
と

・平成１９年度決算における各比率の状況は、実質赤字比率、連結実質赤字比率がマイナスの数値となり黒字決算となりました。
・実質公債費比率は、借金の返済の割合が５％台に留まり、無理のない返済をしていることがうかがえます。
・将来負担比率もマイナスの数値となり、借金が将来においても無理のないレベルで借りていることが分かります。
　結果、瑞穂町は健全財政を維持していることが分かります。

関連として公営企業（下水道事業）における資金不足比率は次の通りです。
資金不足額 事業の規模 資金不足比率 経営健全化基準

備考：本表中、実質赤字比率、連結実質赤字比率、将来負担比率は、マイナス数値のため、表示されません。
　　　参考数値として実質赤字比率、連結実質赤字比率、将来負担比率は次の通りです。
　　実質赤字比率：－4.89％　連結実質赤字比率：－6.51％　将来負担比率：－14.5％

早期健全化基準
財政再生基準

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が施行となったことから、平成１９年度決算より健全化判断比率を算出し、公表
することになりました。比率を見ることにより、瑞穂町がどのような財政状況なのかの判断材料となります。

平成１９年度決算における 健全化判断比率の状況

用
語
解
説

備考：資金不足額、資金不足比率はありませんので表示されません。
　　　参考数値として資金不足額、資金不足比率は右の通りです。

　　　資金不足額　  ：資金剰余額として16,784 千円
　　　資金不足比率：　2.80％－

（単位：％）健全化判断比率は、４つの比率があり各比率は次の通りです。
区　　　分

実質赤字比率
連結実質赤字比率
実質公債比率
将来負担比率

―
―

―

早期健全化基準（黄色信号）財政再生基準（赤信号）瑞穂町の平成19年度比率
―
―

―
5.5（3年平均）5.5（3年平均）5.5（3年平均）

実質赤字
比　　率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比　　　率

将来負担
比　　率

瑞穂町－4.89％

瑞穂町－14.5％

瑞穂町－6.51％

瑞穂町 5.5％

← 財政健全
→赤字黒字←

→赤字黒字←

財政悪化 →

問合せ　企画財政課　　  
　　　　　  557―7483
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特
別
会
計

特
別
会
計

特
別
会
計

特
別
会
計

特
別
会
計

町
の
財
産

町債の現在高 ●一般会計事業債 49億417万円　　　
●下水道事業債 35億855万円　　　

●駅西土地区画整理事業債 7億5,100万円
●介護保険事業債 537万円

●土　　地 ４８万１,７８３㎡
●建　　物 ８万１,６３６㎡
●基金総額 ８９億５,７８７万円
【内訳】 
▶土地開発基金 ４億９,８８５万円
▶財政調整基金  　１２億６,７０６万円
▶公共施設建設基金 ４４億１,０５５万円
▶国民健康保険基金 １８０万円
▶国民健康保険高額療養費貸付基金 ３００万円
▶まちづくり振興基金 １億６,２７４万円
▶社会福祉基金 ３億２,１９２万円
▶減債基金 ５億   ２８０万円

▶西部地区公共施設整備基金 ５,１１０万円
▶総合体育施設建設基金 ５億２,７５０万円
▶介護給付費準備基金 ５,１６５万円
▶瑞穂斎場周辺整備基金 １億４,２９９万円
▶緑の基金 １億    ７８万円
▶教育振興基金 １億４,９７１万円
▶健康づくり基金　　　　　　　　　　　　　  ３,８９２万円　
▶殿ケ谷財産区基金 １億７,６８１万円
▶石畑財産区基金 ３億１,５４１万円
▶箱根ケ崎財産区基金 ２億２,８４８万円
▶長岡財産区基金 ５８０万円
●物品・車両・備品 ３４１台・式等

問合せ　企画財政課　　  557―7483

※そのほかの収入として、国や都の負担金・助成金などがあります。

平成19年度の一般会計決算

町民一人当たりが
町に納めたお金（町税負担額）

20万1千円

9万9,000円

総合福祉対策に

その他
1万2,000円1万6,000円

災害対策に
1万4,000円
借金の返済に

4万8,000円
教育・文化事業に

5万2,000円

地域振興・町有財産管理に道路・公園等の整備に
5万2,000円

会　　計　　別 最終予算額 収入額（収入率） 支出額（執行率）
国 民 健 康 保 険
駅西土地区画整理事業
下 水 道 事 業
老 人 保 健 医 療
介 護 保 険
殿 ケ 谷 財 産 区
石 畑 財 産 区
箱 根 ケ 崎 財 産 区
長 岡 財 産 区

34億6,546万円
6億8,718万円
11億4,837万円
16億3,597万円
13億4,425万円

551万円
2,903万円
823万円
63万円

34億 777万円（098.3％）
6億6,406万円（096.6％）
11億2,446万円（097.9％）
15億9,964万円（097.8％）
13億1,216万円（097.6％）

400万円（072.6％）
2,666万円（091.8％）
622万円（075.6％）
40万円（063.5％）

34億4,213万円（099.3％）
6億8,718万円（100.0％）
11億4,124万円（099.4％）
16億4,653万円（100.6％）
13億3,274万円（099.1％）

551万円（100.0％）
2,815万円（097.0％）
821万円（099.8％）
63万円（100.0％）

平成19年度　決算

33万9千円

町民一人当たりに
掛かったお金（支出額）

負担額は町税を、支出額は一般会計歳出総額を平成２０年３月３１日現在の人口（３３，８４４人）で割った金額です。

4万6,000円

健康管理や環境衛生に

―
―

―
5.5（3年平均）
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